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1． 右片側超短パルス波修正型電気けいれん療法が有効で
あった双極性障害の 1例
赤沼暁彦，齊藤　武，松山光一，大木　望，石井宏樹，佐藤
愛子，小田靖典，鎌田　雄，木村敦史，長谷川　直，伊豫雅
臣（千大）
両側短パルス波修正型電気けいれん療法で発作後遷延するせ
ん妄，著明な認知機能障害が出現した薬物抵抗性の双極性障
害の患者に，右片側超短パルス波修正型電気けいれん療法を
施行し，有害事象を起こさずに症状の改善が得られた。
2． 双極性障害の併存を考慮した治療により改善を認めた身
体症状症の 1例
大町まどか，長川　賢，矢野郁明，小川　道，大岩宜博，髙
瀬正幸，小松英樹，新津富央，伊豫雅臣（千大）
身体症状症の約半数に気分障害が合併するとの報告がある。
今回，10年以上治療に難渋し，ADLが著しく低下していた身
体症状症の患者の背景に双極性障害の併存を疑い，そちらを
主軸とした治療により改善を得ることができた 1例を経験し
た。
3． 修正型電気痙攣療法と持効性注射剤の導入により病状改
善した治療抵抗性統合失調感情障害の 1例
長川　賢，大町まどか，矢野郁明，小川　道，大岩宜博，髙
瀬正幸，小松英樹，新津富央，伊豫雅臣（千大）
今回我々は，治療抵抗性統合失調症の診断でクロザピン
（CLZ）導入するも，好中球減少のため中止せざるを得なかっ
たが，修正型電気痙攣療法（mECT）とパリぺリドンの持効
性注射剤（LAI）導入により症状安定に至った，ドパミン過
感受性精神病（DSP）の特徴に合致する症例（61歳女性）を
経験したため報告する。
4． 著明な肝酵素上昇に対してブドウ糖投与が奏功した神経
性無食欲症の 1例
齊藤　武，松山光一，赤沼暁彦，大木　望，石井宏樹，佐藤
愛子，小田靖典，木村敦史，小松英樹，伊豫雅臣（千大）
神経性無食欲症における低栄養，低体重状態ではイーディン
グ症候群以外でも様々な要因から肝酵素の上昇を来す。神経
性無食欲症の治療経過中に来した著明な肝酵素上昇に対し，
ブドウ糖の投与が奏功した症例について報告する。
5． 精神症状の増悪により周産期に精神科入院治療を要した
症例
矢野郁明，大町まどか，長川　賢，小川　道，大岩宜博，高
瀬正幸，小松英樹，新津富央，伊豫雅臣（千大）
精神病発症危険状態（ARMS）の診断で薬物治療していた25
歳女性が妊娠・出産を契機に重篤な精神症状を呈し，周産期
に入院治療を要した 1例を経験したため報告する。
6． 外国籍の母親を持つ若年者の繰り返す自傷行為の包括的
治療
川口恭央，中川　優，永瀬将史，小暮正信，椿佳那子，細田 
豊，佐々木　剛，石川雅智，伊豫雅臣（千大）
外国籍の母をもつ13歳女児の繰り返す自傷行為の背景に内因
性の要素の他，母親のもつ文化背景と現環境との差による摩
擦が存在し安定した支援が困難であった症例を経験した。複
合的な問題を抱える患児に対して薬物療法，支持的精神療法，
社会資源導入など包括的なアプローチを行ったことで改善を
得られた。
7． 行動制限療法と薬物療法により体重増加に至った双極性
障害を併存した神経性やせ症の 1例
中川　優，川口恭央，永瀬将史，小暮正信，椿佳那子，細田 
豊，佐々木　剛，石川雅智，伊豫雅臣（千大）
20歳女性。X- 3年に当科で神経性やせ症，双極性障害と診断。
X年 1月に低体重著明となり入院，気分安定薬・行動制限療
法で体重増加した。神経性やせ症治療では気分障害の併存を
吟味し適切な薬物療法を行うことが体重増加に効果的である
ことが示唆された。
8． 統合失調症から双極性障害に診断再考し炭酸リチウムで
寛解に至った症例
松山光一，赤沼暁彦，齊藤　武，大木　望，石井宏樹，佐藤
愛子，小田靖典，鎌田　雄，木村敦史，長谷川　直，伊豫雅
臣（千大）
49歳男性。統合失調症と診断されていたが双極性障害に診断
変更し，炭酸リチウムで寛解に至った症例を経験した。現症
に着目するだけではなく，問診によって臨床経過や薬物に対
する治療反応性などの重要な関連情報を聴取し，総合して評
価する必要があると思われた。
9． NDBオープンデータを活用した我が国における高齢者に
対する抗うつ薬の使用実態
菊地信示郎（千大院），吉村健佑（千大・次世代医療構想セン
ター）
厚生労働省が公開しているNDBオープンデータを用いて，日
本老年医学会の作成した「高齢者の安全な薬物療法ガイドラ
イン2015」に記載されている11種類の抗うつ薬の2015・2016
年度の実際の処方量を，性・年齢階級別に集計・分析した。
結果として高齢者に慎重な投与が必要にも関わらず，高齢者
への処方割合が高い抗うつ薬が見られた。
10． 機能的一塩基遺伝子多型と双極性障害の関連についての
検討
太田貴代光，新津富央，井手本啓太，大石賢吾，小田靖典，
伊豫雅臣（千大院）
双極性障害の病因として様々な仮説が提唱されているが，十分
には明らかになっていない。一方でドパミンは動機づけや情動
などの様々な機能において重要な役割を果たしている可能性が
指摘されているため，ドパミンシグナル伝達系に注目し，機能的
一塩基遺伝子多型と双極性障害との関連について検討を行った。
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11． 気分障害のバイオマーカーとしての血清中血小板由来成
長因子（PDGF）の検討
井手本啓太，新津富央，畑　達記，太田貴代光，刘　靖，小
田靖典，木村敦史，橋本　佐，伊豫雅臣（千大院），石間　環，
橋本謙二（千大・社会精神保健教育研究センター）
双極性障害（BP），大うつ病性障害（MD），健常者（HC）を
対象に血清中PDGF-BB値と臨床症状等との関連を検討した。
BP群とMD群のGDNF値はHC群より低下していた。交絡因
子を調整後，状態像によらずMD群はBP群とHC群より低下
していた。
12． 長期高用量抗精神病薬使用に伴う海馬領域への影響
木村　允，小田靖典，新津富央，木村　大，伊豫雅臣（千大
院），金原信久，橋本謙二（千大・社会精神保健教育研究セン
ター）
至適用量抗精神病薬は神経保護作用がある。一方で長期及び
高用量の神経保護作用は未だ不明である。今回熱ショックタ
ンパクを指標にし，至適及び高用量の神経保護作用を調べた。
【結果】長期高用量抗精神病薬は神経保護作用が失われている
可能性がある。
13． 双極性障害患者のライフイベントに関連した心理的苦悩
に関する fMRI研究
関　亮太，橋本　佐，石井宏樹，佐藤愛子，木村敦史，新津
富央，伊豫雅臣（千大院），田中麻未（千大・社会精神保健教
育研究センター）
心的外傷ほどではないライフイベント（例 : 上司からのパワ
ハラや配偶者の病死など）に対して生じる侵入・回避・過覚
醒症状を，心理的苦悩症状と定義している。心理的苦悩症状
の評価に適した尺度がないため，心理的苦悩症状に対する評
価尺度を新たに開発することを目的とした本研究を紹介する。
14． 経頭蓋磁気刺激による統合失調症の皮質抑制障害の検討
宮澤惇宏，仲田祐介，伊豫雅臣（千大院），金原信久（千大・
社会精神保健教育研究センター）
近年，統合失調症の死後脳研究で，γ-アミノ酪酸（GABA）
伝達異常が指摘されている。GABA機能の異常が認知機能障
害をはじめ，様々な症状へ関与が指摘されている。今回，我々
は経頭蓋磁気刺激法（TMS）を用いて，統合失調症患者の
GABA神経系の機能の評価を行う。その中間報告をする。
15． 当院における台風・水害被害への対応と精神症状の変化
について
稲畠有規，増茂悠人，髙橋由美子，竹之内奈穂，斉藤幸一，
崎岡岩雄，石谷江美，日野俊明，森山稔弘，根本豊實，木村
直人（磯ケ谷）
昨年市原市では二度の台風と大雨の被害に見舞われ，当院は
被災しながらも入院・外来診療を行いました。当院で経験し
た症例から，災害が通院中・入院中の患者へ及ぼす影響につ
いてご報告します。
16． 産後精神病に対する院内外多職種連携の取り組み
小吉伸治，木村　大，榎原雅代，松木悟志，渡邉博幸（学而
会木村）
産褥 3日目で産後精神病を発症し，医療機関の良好な連携に
より当日に当院へ入院となった 1例。薬物療法に加え，入院
後早期に院内外の関係者で構成された多職種チームで治療計
画を組み，入院中もケア会議を開催し，退院後も継続して入
院中に関わった多職種チームで支援を行い，良好な経過を得
られた。
17． 兄の家庭内暴力から不登校に至った中学 2年生女子との
半年間
早津龍之介，鈴木陽大，篠田直之，篠田菜々，松浦暁子，野々
村　司（千葉市立青葉）
症例は14歳女子。中学 1年の春に不登校となったため，中学
2年の春に当科任意入院となった。診療の中で自閉症の兄が
家庭内暴力を繰り返していることが判明。過剰適応をきたし
ていた本児が，医療スタッフと徐々に関係性を構築していく
課程を追った。
18． 当院で関与したサターンプロジェクト関連症例の検討
小林玲美子，小池　香，赤田弘一，齋賀孝久，佐藤茂樹（成
田赤十字）
サターンプロジェクトはクロザピン（CLZ）使用で重大な副
作用が生じた際の病院間連携システムである。他院にてCLZ
導入後無顆粒球症に至り，当院に転院となった症例を報告す
るが，その対応はサターンプロジェクトと当院での経験によ
り迅速であった。県内でのCLZ処方例増加に伴い，重篤な副
作用出現も増加が見込まれるため，更なる病院間連携が重要
となると考える。
19． 千葉県精神科救急医療システムの実態調査
河岸嶺将，深見悟郎，平田豊明（千葉県精神科医療センター）
千葉県精神科救急医療システムの実態調査は平成17年度以降
行われていないため，平成31年全病院35病院を対象とし，調
査票調査を実施した。本調査では外来で15.8％，入院で37.0％
が救急システム内で対応しており，中央地区＋西地区で割合
が高く，病院全体がシステムとして機能していることが確認
された。
20． 台風15号による木更津病院の被害概況と停電の経験
畠山誠矢，吉田泰介，小林圭介，高瀬美咲，関根　博（同仁
会木更津）
9月 9日に上陸した台風15号による被災を経験し，特に長時
間に及ぶ停電が問題となったため被害状況や課題などをまと
めた。スタッフの尽力もあって患者の動揺や病状変化は軽度
であった。一方で情報伝達・物品・ライフラインなど災害へ
の備えの不十分さは浮き彫りとなり，対応方法の再検討が必
要である。今回は病院機能の維持で手一杯だったが，十分な
体制を整えて地域のサポート拠点の一つとしても機能するの
が理想である。
21． 双極性障害患者における就労に関わる因子の研究
中川萌以（袖ケ浦さつき台），橋本　佐（同／千大院）
精神疾患を持つ患者にとって就労できているかどうかは重要
な社会的アウトカムの一つである。双極性障害において治療
薬と就労できているかどうかとの関係を調べることでより良
い治療選択が可能となると考えられる。袖ケ浦さつき台病院
に通院中または通院していた患者のカルテ調査を行い，抗精
神病薬 1種類以下，気分安定薬と抗精神病薬の合計が 1剤で
あること，入院回数 1回以下であることが，双極性障害の患
者における就労因子であることが示唆された。
22． ストレスケア病棟に入院した中学生男児の 1例 : 抱えの
構造再考
松木悟志（学而会木村／心理研究所「しゅはり」），渡邉博幸，
今　勝司，吉野美幸，木村　大，榎原雅代，焼田まどか，鈴
木耕輔，小吉伸治，池田朝彦，木村　章，平田豊明（学而会
木村）
ストレスケア病棟に入院し，適応の改善が認められた不登校
の中学生男児 1例について病棟の構造やプログラムなど入院
環境そのものにプレイセラピーの本質的な抱えの要素が奏功
したと考察した。
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23． パリぺリドンLAI使用症例について
根本豊實（磯ケ谷）
令和元年10月に，演者がパリぺリドンLAIを使用した30例に
ついて報告した。外来は27例，入院は 3例。平均年齢39， 4
歳。使用量は150㎎が最多で17例。併用薬は 2剤が21例， 1
剤が 5例， 0剤が 4例。導入状況は，入院が13例，外来が17
例。LAI使用歴は，無が19例，コンスタが 6例。観察病歴は，
LAI使用前は平均4311月，使用後は平均1288月。年平均入院
日数は，LAI使用前は54， 5日，使用後は18， 7日。入院回
数は，LAI使用前は平均 4， 0回，使用後は 0， 4回。以上
によりパリぺリドンLAI使用は，確実に再入院を減らすこと
が示された。
24． 自閉スペクトラム症患者に対するグループ認知行動両方
の就労支援効果
田邊恭子，林　陸，木村敦史，椎名明大，伊豫雅臣（千大）
青年期・成人期自閉スペクトラム症（ASD）患者において医
療支援から就労支援への円滑な移行は重要な課題である。本
研究では青年期・成人期ASD患者を対象に就労支援を目的と
したグループ認知行動療法を実施し，治療開始前と比較し治
療終了後の社会機能を測定，治療法の効果検証を行った。
25． 自宅を焼失した措置入院患者に対する多機関連携による
早期退院支援の取組み
小野まり奈，伊豫雅臣，矢野郁明，大町まどか，長川　賢，
小川　道，大岩宜博，高瀬正幸，小松英樹，新津富央（千大）
重篤な事例であっても，PSWが入院前から情報収集し，入院
初期からの多機関職員と患者との直接面談を含んだ多機関連
携により，患者を中心としたより良い生活環境が実現でき，
患者は病状のみならず，社会機能向上させることができた。
26． 千葉大学精神科緊急対応研修会の実践報告
鎌田　雄（千大）
医療スタッフの準備性を高め，興奮・衝動性を呈する患者に
対して，暴力事故発生の予防と倫理に配慮した安全な医療を
提供することを目的に，平成29年度より千葉大学精神科緊急
対応研修会を実施している。研修前後およびフォローアップ
アンケートでは，11ヶ月にわたり学修効果は維持されていた。
27． 千葉大学精神神経科のクリニカル・クラークシップにお
けるアンケート調査
鎌田　雄（千大）
2018～2019年度に当院で臨床実習を行なった 5年次医学生に
対し，実習前後にアンケートを実施した。学修効果は統計学
的に有意に向上し，大学，関連病院実習のいずれも高い満足
度であった。この結果を踏まえ，今後の臨床実習カリキュラ
ムの改善につなげる。
28． ドパミン過感受性を有する統合失調症患者におけるブロ
ナンセリンとオランザピンとの無作為割付比較試験（ROADS 
study）
新津富央，木村敦史，小田靖典，石川雅智，伊豫雅臣（千大
院），畑   達記（同／藤田病院），西本雅彦（相州病院），細田 
豊（藤田病院／千大），佐藤喬俊，川崎洋平（千大・臨床試験
部），橋本　佐（千大院／袖ヶ浦さつき台），椎名明大，金原
信久（千大・社会精神保健教育研究センター），The ROADS 
Study Group
【結語】（1） ブロナンセリンまたはオランザピンの増強療法
は，ドパミン過感受性精神病（DSP）を有する統合失調症患
者に対して最適な抗精神病薬の選択肢である。（2） ブロナン
セリンは早期に治療反応を示しDSP治療により適している可
能性が示唆された。
29． 遅発性ジストニアの遺伝子探索
金原信久（千大・社会精神保健教育研究センター），仲田祐
介・伊豫雅臣（千大院）
遅発性ジストニア患者 3名を対象としたExome解析の結果か
ら稀なSNPを探索した。 2つの候補遺伝子があり，それに対
して16名のジストニア患者を対象に関連解析を実施した。
30． 市中クリニックにおける発達障害専門外来とカウンセリ
ング施設における経験
松澤大輔（新津田沼メンタルクリニック／㈱ライデック／千
大・子どものこころの発達教育研究センター） 
2015年 9月より発達障害専門外来を起ち上げ，外来患者は
392名に達した｡診断別特徴としてASDは20－30代男性が，
ADHDは30－40代女性が目立つ｡今後，見逃されてきた女性
ADHD及び学習障害への視点が大事と考える｡
31． 精神障害者保健福祉手帳および自立支援医療診断書記載
の留意点について
林　偉明，石川真紀（千葉県精神保健福祉センター）
精神保健福祉センターでは自立支援医療と精神障害者保健福
祉手帳の診断書の審査を行っているが，右肩上がりで増加し
ている両診断書には，制度の理解が不十分であると思われる，
不適切な記載も少なからずみられることから，返戻や非該当
となりうる主な例を挙げて説明し，適切な制度の利用を促し
たい。
32． 学習性無力モデルを用いた脳内グルタミン酸トランス
ポーターとグルタミン酸合成酵素の変化についての研究（The 
alterations of glutamate transporter 1 and glutamine synthetase 
in the rat brain of a learned helplessness model of depression）
吉野晃平，南学正仁，木村　允，小田靖典，木村　大，伊豫
雅臣（千大院），白山幸彦（帝京大ちば総合医療センター）
うつ病の動物モデルである学習性無力モデルを用いレジリエ
ンス，抑うつ時，抗うつ治療後の状態においてグルタミン酸
トランスポーター，グルタミン酸合成酵素の変化を測定し症
状との関連を示した。
33． 妊娠可能年齢にある女性双極性患者に対するバルプロ酸
処方傾向の現状 : 精神科医を対象とする全国アンケート調査
より
橘　真澄，橋本　佐，中里道子，伊豫雅臣（千大院），渡邊博
幸，田中麻未（千大・社会精神保健教育研究センター），竹内 
崇（東京医科歯科大）
精神科医は妊娠可能年齢にある同女性患者のVPA処方を控え
ておらず将来の妊娠を考慮した薬物療法は実践されていない
ことが示唆された。VPAの胎児毒性と妊孕性への影響につい
て啓発が必要である。
34． Effect of cognitive behavioral therapy on white matter 
in children and adolescents with obsessive compulsive 
disorder（児童・思春期の強迫性障害患者に対する認知行動
療法が白質に及ぼす影響）
高橋純平，清水栄司（千大院／千大・子どものこころの発達
教育研究センター），平野好幸，久能　勝，中川彰子，濱谷
沙世，大城恵子（千大・子どものこころの発達教育研究セン
ター），永岡紗和子（同／大妻女子大），井原祐子（同／千葉
県こども病院），松本浩史，舛田喜正（千大・放射線部）
児童・思春期の強迫性障害（OCD）に対する認知行動療法
（CBT）の生物学的な作用機序を解明するため，10歳～16歳，
9人のOCD患者に対して，CBTの治療を実施し，その治療
前後に実施したMRIで得られた拡散テンソル画像にTract-
based spatial statisticsを行い，Fractional Anisotropy （FA）
が治療の前後で変化する領域を探索した。CBTを実施した
結果，患者の強迫症状の顕著な改善と共に，右上前頭回と右
下側頭回において，FAの大きな増加を認めた。本研究は，
CBTが児童・思春期のOCD患者の白質に影響を与えるとい
うことを明らかにした。
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35． 統合失調症における抗精神病薬誘発性ドパミン過感受性
精神病について
伊豫雅臣（千大院）
我々は難治性統合失調症の病態解明や治療法の開発を目指し
て治療抵抗性統合失調症の研究を行ってきた。その中で薬理
生化学的に説明が可能と考えられるドパミン過感受性精神病
（DSP）についての研究を行ってきた。DSPは1978年にカナダ
McGill大学の精神科医Guy Chouinardらによって抗精神病薬
による過感受性精神病（Neuroleptic-induced Supersensitivity 
Psychosis）として最初に報告された。またChouinardらはこ
のDSPは治療抵抗性統合失調症の約50％と報告しているが，
我々の調査では本邦では70％程度と高い可能性が示唆された。
DSPの解決は我が国において重要なテーマであることが示唆
される。DSPは初期にはドパミンD2受容体（DRD2）遮断薬
である抗精神病薬によって精神病症状が改善する統合失調症
の一部に生じると考えられ，長期治療の経過中に抗精神病用
量が大量となり，短期間の抗精神病薬の中断やわずかな減量
によっても精神病症状が再燃するようになり，その再燃精神
病症状は重症となることも多く，さらに僅かなストレスでも
精神病症状の再燃がみられるようにもなる。一方でこのよう
な患者の中には遅発性ジスキネジアがみられることも多い。
そしてこのような病態の背景にはDRD2密度の代償的な増加
があると推定されてきた。我々はDRD2密度の増加よるDSP
症状の説明ついて薬理生化学的考察を加えた。近年統合失調
症の抗精神病薬治療ではDRD2の至適占拠率が存在すると報
告されてきているが，我々はDSPにおいてはDRD2密度上昇
によって至適占拠率も上昇し，必要となる抗精神病薬用量も
上昇することを示した。また抗精神病薬の体内からの消失は
一般に消失半減期に従うが，もし同じ薬剤であれば単位時間
当たりの『消失量』は高用量の方が多く，より早く至適範囲
を下回るようになるため，再発しやすくなるとともに遅発性
ジスキネジアも出現しやすくなる。またDRD2密度が高いた
め，DRD2を介したドパミン信号も強くなりやすいために精
神病症状や遅発性ジスキネジアも重症化することが説明され
た。DSPは治療抵抗性統合失調症の多くを占める可能性があ
ることからDSPの治療ではクロザピンや電気けいれん療法が
有効であることが示唆されるが，併せて上記の考察からDSP
の治療や予防では血中濃度の変動の少ない抗精神病薬による
重要であることも示唆された。さらに遅発性ジスキネジアは
第一世代抗精神病薬と第二世代抗精神病薬では後者の方が年
間出現率は有意に低いことが報告されていることから，第二
世代抗精神病薬の方が好ましいと考えた。そこで我々はDSP
への第二世代抗精神病薬の持効性注射薬やクロザピン，修正
型電気けいれん療法の有効性について臨床研究も行ってきて
いるが，我々の仮説を支持する結果が出てきている。またド
パミン部分アゴニストはDSP予防には有効性が高いが，DSP
では症状の再燃の可能性もあるため工夫して使用する必要が
あることも示してきている。
